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下演習参加群）7 名と演習参加を希望しない学生（以下非参加群）20 名を対象者とした。 
演習内容 



















い」の 5 件法で評価した。アイデンティティの形成には自尊感情 9）と関連が報告されているこ
とから，自尊感情尺度を用いた。自尊感情尺度は山本らの開発した自尊感情尺度を使用し，「当
てはまる」，「やや当てはまる」，「どちらともいえない」，「やや当てはまらない」，「当てはまら
ない」の 5 件法で評価した。 
調査時期は，対象者全員に対して，1 回目（ベースライン時）は，各領域の専門科目終了時




自尊感情尺度の 5 件法評価から演習後の 5 件法評価で 1 つでも向上したものを「向上」，変化し
なかったものを「変化なし」，1 つでも減少したものを「後退」と定義した。離散変数について
は Pearson のχ 2 検定を用いて検定を行った。有意水準はすべて 5%とした。解析は SPSS/Ver. 




























































































N=7 (%) N=20 (%) P
性別 女性 6 85.7 17 85.0
男性 1 14.3 3 15.0
現在のボランティア活動　　 有 3 42.9 4 20.0
臨床実習について技術面で心配なことや悩んでいること 7 100.0 16 80.0
これまでに臨床実習について知識面で心配なことや悩んでいること 6 85.7 16 80.0
普段、悩み事がある時、相談できる人がいる 6 85.7 20 100.0
入学時から「看護師になりたい気持ち」が変化した 6 85.7 12 60.0
現在、将来の看護師の目標を具体的にもっている 6 85.7 4 20.0 ＊
現在、救急蘇生法の手技に自信がある 1 14.3 2 10.0
日頃から人の救命に直面する可能性があると意識している 2 28.6 7 35.0




N=7 (%) N=20 (%)
１．将来看護師の仕事を長く続けたい。 非常にそう思う 2 28.6 0 0.0
そう思う 3 42.9 11 157.1
どちらともいえない 0 0.0 4 57.1
そう思わない 1 14.3 4 57.1
全くそう思わない 1 14.3 1 14.3
２．看護の仕事は私に適している。 非常にそう思う 0 0.0 0 0.0
そう思う 1 14.3 2 28.6
どちらともいえない 3 42.9 1 14.3
そう思わない 2 28.6 5 71.4
全くそう思わない 1 14.3 2 28.6
３．もう一度職業を選ぶとしたらまた看護の仕事を選ぶ。 非常にそう思う 0 0.0 0 0.0
そう思う 0 0.0 3 42.9
どちらともいえない 5 71.4 10 142.9
そう思わない 0 0.0 6 85.7
全くそう思わない 2 28.6 1 14.3
４．高校生に「看護師になりたいが」と相談されら勧める 非常にそう思う 0 0.0 0 0.0
そう思う 3 42.9 5 71.4
どちらともいえない 2 28.6 16 228.6
そう思わない 1 14.3 0 0.0
全くそう思わない 1 14.3 0 0.0
５．看護の仕事に誇りを持っている。 非常にそう思う 0 0.0 1 14.3
そう思う 5 71.4 10 142.9
どちらともいえない 1 14.3 7 100.0
そう思わない 1 14.3 2 28.6
全くそう思わない 0 0.0 0 0.0
６．もっと看護の勉強がしたい。 非常にそう思う 3 42.9 1 14.3
そう思う 1 14.3 12 171.4
どちらともいえない 2 28.6 6 85.7
そう思わない 1 14.3 0 0.0
全くそう思わない 0 0.0 1 14.3
７．看護の道を選んだことに満足している。 非常にそう思う 2 28.6 1 14.3
そう思う 2 28.6 7 100.0
どちらともいえない 1 14.3 9 128.6
そう思わない 1 14.3 3 42.9
全くそう思わない 1 14.3 0 0.0
８．看護師として仕事をすることに自信がある。 非常にそう思う 0 0.0 0 0.0
そう思う 0 0.0 3 42.9
どちらともいえない 1 14.3 5 71.4
そう思わない 5 71.4 6 85.7
全くそう思わない 1 14.3 6 85.7
９．もっと看護の技術を磨きたい 非常にそう思う 3 42.9 5 71.4
そう思う 3 42.9 10 142.9
どちらともいえない 0 0.0 5 71.4
そう思わない 1 14.3 0 0.0
全くそう思わない 0 0.0 0 0.0
10.私のこどもが看護師になりたいといたったら勧める。 非常にそう思う 1 14.3 0 0.0
そう思う 2 28.6 4 57.1
どちらともいえない 3 42.9 11 157.1
そう思わない 1 14.3 4 57.1
全くそう思わない 0 0.0 1 14.3
11.看護の仕事は私の能力を生かせる 非常にそう思う 0 0.0 2 28.6
そう思う 1 14.3 3 42.9
どちらともいえない 3 42.9 10 142.9
そう思わない 3 42.9 5 71.4
全くそう思わない 0 0.0 0 0.0
12.看護に生きがいを感じている。 非常にそう思う 0 0.0 0 0.0
そう思う 3 42.9 4 57.1
どちらともいえない 1 14.3 12 171.4
そう思わない 3 42.9 3 42.9


























１．少なくとも人並みには、価値ある人間である 当てはまる 1 14.3 1 5
やや当てはまる 4 57.1 7 35
どちらともいえない 2 28.6 9 45
やや当てはまらない 0 0.0 2 10
当てはまらない 0 0.0 1 5
２．いろいろなよい素質を持っている 当てはまる 0 0.0 0 0
やや当てはまる 3 42.9 4 20
どちらともいえない 3 42.9 13 65
やや当てはまらない 1 14.3 1 5
当てはまらない 0 0.0 2 10
３．敗北者だと思うことがよくある 当てはまる 0 0.0 0 0 ＊
やや当てはまる 1 14.3 7 35
どちらともいえない 1 14.3 4 20
やや当てはまらない 5 71.4 2 10
当てはまらない 0 0.0 1 5
４．物事を人並みにはうまくやれる 当てはまる 1 14.3 1 5
やや当てはまる 2 28.6 6 30
どちらともいえない 3 42.9 9 45
やや当てはまらない 1 14.3 4 20
当てはまらない 0 0.0 0 0
５．自分には自慢できることがあまりない 当てはまる 0 0.0 0 0
やや当てはまる 1 14.3 8 40
どちらともいえない 4 57.1 8 40
やや当てはまらない 2 28.6 4 20
当てはまらない 0 0.0 0 0
６．自分に対して肯定的である。 当てはまる 0 0.0 2 10
やや当てはまる 3 42.9 4 20
どちらともいえない 3 42.9 8 40
やや当てはまらない 1 14.3 5 25
当てはまらない 0 0.0 1 5
７．大体において自分に満足している 当てはまる 0 0.0 0 0
やや当てはまる 3 42.9 8 40
どちらともいえない 2 28.6 6 30
やや当てはまらない 2 28.6 5 25
当てはまらない 0 0.0 1 5
８．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい 当てはまる 0 0.0 4 20
やや当てはまる 6 85.7 10 50
どちらともいえない 1 14.3 6 30
やや当てはまらない 0 0.0 0 0
当てはまらない 0 0.0 0 0
９．自分はまったくだめな人間だと思うことがある 当てはまる 0 0.0 1 5
やや当てはまる 2 28.6 6 30
どちらともいえない 2 28.6 2 10
やや当てはまらない 2 28.6 9 45
当てはまらない 1 14.3 2 10
10．何かにつけて自分は役に立たない人間だと思う 当てはまる 0 0.0 1 5
やや当てはまる 1 14.3 5 25
どちらともいえない 2 28.6 3 15
やや当てはまらない 3 42.9 10 50






N=7 (%) N=20 (%)
A:救急蘇生法の手順
傷病者の発生を確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 85.7 16 80.0
倒れている人の傍に行き、その人を観察できる。　　　　　 6 85.7 14 70.0
倒れている人の反応を確認する。　　　　　　　　　　　　　　　 6 85.7 15 75.0
大声で「だれか、だれか来てください」と助けを呼ぶことができる　 6 85.7 14 70.0
協力者が来たら「この人倒れて反応がありません」と伝えることができる 6 85.7 15 75.0
「119番通報とAEDを持ってきてください」と伝えることができる　 6 85.7 14 70.0
自分ひとりのときは119番通報やAEDの準備を自分自身で行なうことができ 4 57.1 10 50.0
協力者に依頼後、胸や腹部の動きを観察できる　　　　　　　　　　　 5 71.4 11 55.0
「呼吸がない」と判断したら直ちに胸骨圧迫を開始できる　　　　　　 5 71.4 11 55.0
AEDが届いたら電源をいれ、音声メッセージに従うことができる 6 85.7 14 70.0
電気ショック不要の指示が出た場合、直ちに胸骨圧迫から心肺蘇生を開始 5 71.4 12 60.0
心肺蘇生を救急隊に引き継ぐまで継続できる                   　 4 57.1 11 55.0
B：救急蘇生法の知識
正確な胸骨圧迫部位の位置がわかる 2 28.6 0 0.0
正確な手のどの部分で圧迫するかがわかる 2 28.6 5 25.0
正確な胸骨圧迫の深さ（何cm）がわかる 0 0.0 4 20.0
正確な胸骨圧迫のテンポがわかる。1分間に何回圧迫するか 5 71.4 9 45.0
胸骨圧迫の原則がわかる 0.0 0.0
強く 2 28.6 1 5.0
速く 1 14.3 1 5.0






１．将来看護師の仕事を長く続けたい。 向上a 2 28.6 4 20.0
変化なしa 5 71.4 11 55.0
後退a 0 0.0 4 20.0
２．看護の仕事は私に適している。 向上 2 28.6 2 10.0
変化なし 4 57.1 15 75.0
後退 1 14.3 2 10.0
３．もう一度職業を選ぶとしたらまた看護の仕事を選ぶ。 向上 4 57.1 2 10.0 ＊
変化なし 3 42.9 13 65.0
後退 0 0.0 4 20.0
４．高校生に「看護師になりたいが」と相談されら勧める 向上 1 14.3 3 15.0
変化なし 5 71.4 11 55.0
後退 1 14.3 5 25.0
５．看護の仕事に誇りを持っている。 向上 2 28.6 6 30.0
変化なし 5 71.4 8 40.0
後退 0 0.0 5 25.0
６．もっと看護の勉強がしたい。 向上 3 42.9 6 30.0 ＊
変化なし 1 14.3 13 65.0
後退 3 42.9 0 0.0
７．看護の道を選んだことに満足している。 向上 3 42.9 6 30.0
変化なし 3 42.9 9 45.0
後退 1 14.3 3 15.0
８．看護師として仕事をすることに自信がある。 向上 6 85.7 10 50.0
変化なし 1 14.3 7 35.0
後退 0 0.0 2 10.0
９．もっと看護の技術を磨きたい 向上 2 28.6 5 25.0
変化なし 4 57.1 11 55.0
後退 1 14.3 3 15.0
10.私のこどもが看護師になりたいといたったら勧める。 向上 0 0.0 5 25.0
変化なし 6 85.7 12 60.0
後退 1 14.3 2 10.0
11.看護の仕事は私の能力を生かせる 向上 4 57.1 4 20.0
変化なし 3 42.9 9 45.0
後退 0 0.0 6 30.0
12.看護に生きがいを感じている。 向上 4 57.1 3 15.0
変化なし 2 28.6 11 55.0



































果では，職業アイデンティティ尺度の「職業的自己関与」に関する 6 項目中 1 項目，「職業人と











一次救命処置（以下 BLS）心肺蘇生法ガイドライン 13),14）2010 年となり実施されている。JRC
（日本版）ガイドラインの変更点が cardiopulmonary resuscitation （以下 CPR）が必要と判
断されれば胸骨圧迫から開始となり，最初に 2 回の人工呼吸を行わない。胸骨圧迫の手技のめ



















N=7 (%) N=7 (%) N=20 (%) N=20 (%)
A:救急蘇生法の手順
傷病者の発生を確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 85.7 7 100.0 16 80.0 17 85.0
倒れている人の傍に行き、その人を観察できる。　　　　　 6 85.7 7 100.0 14 70.0 14 70.0
倒れている人の反応を確認する。　　　　　　　　　　　　　　　 6 85.7 7 100.0 15 75.0 15 75.0
大声で「だれか、だれか来てください」と助けを呼ぶことができる　 6 85.7 7 100.0 14 70.0 15 75.0
協力者が来たら「この人倒れて反応がありません」と伝えることができる 6 85.7 7 100.0 15 75.0 14 70.0
「119番通報とAEDを持ってきてください」と伝えることができる　 6 85.7 7 100.0 14 70.0 14 70.0
自分ひとりのときは119番通報やAEDの準備を自分自身で行なうことができ 4 57.1 6 85.7 10 50.0 10 50.0
協力者に依頼後、胸や腹部の動きを観察できる　　　　　　　　　　　 5 71.4 7 100.0 11 55.0 13 65.0
「呼吸がない」と判断したら直ちに胸骨圧迫を開始できる　　　　　　 5 71.4 7 100.0 11 55.0 11 55.0
AEDが届いたら電源をいれ、音声メッセージに従うことができる 6 85.7 7 100.0 14 70.0 15 75.0
電気ショック不要の指示が出た場合、直ちに胸骨圧迫から心肺蘇生を開始 5 71.4 7 100.0 12 60.0 11 55.0
心肺蘇生を救急隊に引き継ぐまで継続できる                   　 4 57.1 7 100.0 11 55.0 11 55.0
B：救急蘇生法の知識 0.0 0.0
正確な胸骨圧迫部位の位置がわかる 2 28.6 7 100.0 ＊ 20 100.0 17 85.0
正確な手のどの部分で圧迫するかがわかる 2 28.6 5 71.4 5 25.0 7 35.0
正確な胸骨圧迫の深さ（何cm）がわかる 0 0.0 7 100.0 ＊ 4 20.0 6 30.0
正確な胸骨圧迫のテンポがわかる。1分間に何回圧迫するか 5 71.4 7 100.0 9 45.0 10 50.0
胸骨圧迫の原則がわかる 0.0
強く 2 28.6 4 57.1 1 5.0 3 15.0
速く 1 14.3 6 85.7 ＊ 1 5.0 5 25.0







(%) N=7 (%) N=20 (%) N=20 (%)
A:救急蘇生法の手順
傷病者の発生を確認できる。 　　　　 6 85.7 7 100.0 16 80.0 17 85.0
倒れている人の傍に行き、その人を観察できる。 　　　　 6 85.7 7 100.0 14 70. 14 70.0
倒れている人の反応を確認する。 　　　　 6 85.7 7 100.0 15 75.0 15 75.0
大声で「 、だれか来てください」と助けを呼ぶことができる　 6 85.7 7 100.0 14 70.0 15 75.0
協力者が来たら「この人倒れて反応がありません」と伝えることができる 6 85.7 7 100.0 15 75. 14 70.0
「119番通報とAEDを持ってきてください」と伝えることができる　 6 85.7 7 100.0 14 70. 14 70.0
自分ひとりのときは119番通報やAEDの準備を自分自身で行なうことができ 4 57.1 6 85.7 10 50. 10 50.0
協力者に依頼後、胸や腹部の動きを観察できる 　　　　 5 71.4 7 100.0 11 55.0 13 65.0
「呼吸がない」と判断したら直ちに胸骨圧迫を開始できる 　　　　 5 71.4 7 100.0 11 55.0 11 55.0
AEDが届いたら電源をいれ、音声メッセージに従うことができる 6 85.7 7 100.0 14 70.0 15 75.0
電気ショック不要の指示が出た場合、直ちに胸骨圧迫から心肺蘇生を開始 5 71.4 7 100.0 12 60.0 11 55.0
心肺蘇生を救急隊に引き ぐまで継続できる                   　 4 57.1 7 100.0 11 55.0 11 55.0
B：救急蘇生法の知識 0. 0.0
正確な胸骨圧迫部位の位置がわかる 2 28.6 7 100.0 ＊ 20 00.0 17 85.0
正確な手のどの部分で圧迫するかがわかる 2 28.6 5 71.4 5 25.0 7 35.0
正確な胸骨圧迫の深さ（何cm）がわかる 0 .0 7 100.0 ＊ 4 20. 6 30.0
正確な胸骨圧迫のテンポがわかる。1分間に何回圧迫するか 5 71.4 7 100.0 9 45. 10 50.0
胸骨圧迫の原則がわかる 0.0
強く 2 28.6 4 57.1 1 5.0 3 15.0
速く 1 14.3 6 85.7 ＊ 1 5.0 5 25.0





N=7 (%) N=7 N=20 (%) N=20 (%)
A:救急蘇生法の手順
傷病者の発生を確認できる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　 6 85.7 7 10 .0 16 80.0 17 85.0
倒れている人の傍に行き、その人を観察できる。　　　　　 6 85.7 7 10 .0 14 70.0 14 70.0
倒れている人の反応を確認する。　　　　　　　　　　　　　　　 6 85.7 7 10 .0 15 75.0 15 75.0
大声で「だれか、だれか来てください」と助けを呼ぶことができる　 6 85.7 7 10 .0 14 70.0 15 75.0
協力者が来たら「この人倒れて反応がありません」と伝えることができる 6 85.7 7 10 .0 15 75.0 14 70.0
「1 9番通報とAEDを持ってきてください」と伝えることができる　 6 85.7 7 10 .0 14 70.0 14 70.0
自分ひとりのとき AEDの準備を自分自身で行なうことができ 4 57.1 6 85.7 10 50.0 10 50.0
協力者に依頼後、胸や腹部の動きを観察できる　　　　　　　　　　　 5 71.4 7 10 .0 1 5 .0 13 65.0
「呼吸がない」と判断したら直ちに胸骨圧迫を開始できる　　　　　　 5 71.4 7 10 .0 1 5 .0 1 5 .0
AEDが届いたら電源をいれ、音声メッセージに従うことができる 6 85.7 7 10 .0 14 70.0 15 75.0
電気ショ の指示が出た場合、直ちに胸骨圧迫から心肺蘇生を開始 5 71.4 7 10 .0 12 60.0 1 5 .0
心肺蘇生を救急隊に引き継ぐまで継続できる 　 4 57.1 7 10 .0 1 5 .0 1 5 .0
B：救急蘇生法の知識 0.0 0.0
正確な胸骨圧迫部位の位置がわかる 2 28.6 7 10 .0 ＊ 20 10 .0 17 85.0
正確な手のどの部分で圧迫するかがわかる 2 28.6 5 71.4 5 25.0 7 35.0
正確な胸骨圧迫の深さ（何cm）がわかる 0 0.0 7 10 .0 ＊ 4 20.0 6 30.0
正確な胸骨圧迫のテンポがわかる。1分間に何回圧迫するか 5 71.4 7 10 .0 9 45.0 10 50.0
胸骨圧迫の原則がわかる 0.0
強く 2 28.6 4 57.1 1 5.0 3 15.0
速く 1 14.3 6 85.7 ＊ 1 5.0 5 25.0
絶え間なく 0 0.0 6 85.7 ＊ 1 5.0 4 20.0
演習参加群N=7 非参加群N=20





１．少なくとも人並みには、価値ある人間である 向上b 2 28.6 6 30.0
変化なしb 4 57.1 10 50.0
後退b 1 14.3 3 15.0
２．いろいろなよい素質を持っている 向上 3 42.9 5 25.0
変化なし 3 42.9 12 60.0
後退 1 14.3 2 10.0
３．敗北者だと思うことがよくある 向上 0 0.0 5 25.0
変化なし 5 71.4 7 35.0
後退 2 28.6 7 35.0
４．物事を人並みにはうまくやれる 向上 2 28.6 6 30.0
変化なし 4 57.1 9 45.0
後退 1 14.3 4 20.0
５．自分には自慢できることがあまりない 向上 1 14.3 4 20.0
変化なし 6 85.7 11 55.0
後退 0 0.0 4 20.0
６．自分に対して肯定的である。 向上 1 14.3 7 35.0
変化なし 4 57.1 9 45.0
後退 2 28.6 3 15.0
７．大体において自分に満足している 向上 1 14.3 5 25.0
変化なし 6 85.7 11 55.0
後退 0 0.0 3 15.0
８．もっと自分自身を尊敬できるようになりたい 向上 3 42.9 4 20.0
変化なし 4 57.1 12 60.0
後退 0 0.0 3 15.0
９．自分はまったくだめな人間だと思うことがある 向上 1 14.3 4 20.0
変化なし 4 57.1 10 50.0
後退 2 28.6 5 25.0
10．何かにつけて自分は役に立たない人間だと思う 向上 1 14.3 3 15.0
変化なし 5 71.4 11 55.0















果では，職業アイデンティティ尺度の「職業的自己関与」に関する 6 項目中 1 項目，「職業人と











一次救命処置（以下 BLS）心肺蘇生法ガイドライン 13),14）2010 年となり実施されている。JRC
（日本版）ガイドラインの変更点が cardiopulmonary resuscitation （以下 CPR）が必要と判
断されれば胸骨圧迫から開始となり，最初に 2 回の人工呼吸を行わない。胸骨圧迫の手技のめ





























果では，職業アイデンティティ尺度の「職業的自己関与」に関する 6 項目中 1 項目，「職業人と











一次救命処置（以下 BLS）心肺蘇生法ガイドライン 13),14）2010 年となり実施されている。JRC
（日本版）ガイドラインの変更点が cardiopulmonary resuscitation （以下 CPR）が必要と判
断されれば胸骨圧迫から開始となり，最初に 2 回の人工呼吸を行わない。胸骨圧迫の手技のめ
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